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北 16 条校舎月別来談者数 2012 年度（2013 年 2 月末現在）
2011 年度 2012 年度
新規人数 のべ人数 新規人数 のべ人数
のべ人数内訳
月 カウンセラー インテーカー
4 月 7 13 14 30 18 12
5 月 6 24 11 33 24 9
6 月 5 32 9 38 28 10
7 月 1 20 7 37 7 14
8 月 3 8 3 9 17 2
9 月 3 23 4 25 20 8
10 月 10 37 3 26 37 6
11 月 5 37 9 63 37 26
12 月 3 15 0 22 17 5
1 月 1 28 2 27 5 10
2 月 1 5 0 8 3
49 242 62 318 213 105
4 月新規のうち昨年度からの継続　2 名
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・新規利用者、のべ人数ともに昨年度と比べ
3 割ほど増加した。特に 11 月は来談者数が
60 人を超えて突出しており秋が深まる頃に
増加する傾向が昨年度より続いている。
・年度当初に進路や学業などのことで新規利
用者が多いのは例年通りであるが、就職活
動が本格化する 5 月から 7 月ごろにかけて
4 年生が相談するケースが増えた。
・後期開始時に、復学を希望している学生か
らの相談が例年より多かった。
・学生の多様化に伴い在学生の相談だけでは
なく教職員との連携、相談件数が増え、
2010 年度の 4 倍になった。
・学科別来談者数は昨年同様日本語・日本文
学科が多い。フリースペース利用者が多く
学業面での相談のしやすさなども関係して
いると思われる。
・1 回から 3 回の来談回数が大半を占めるが、
1 年を通して継続的に相談する学生が 5 名、
必要な時に再来談する学生が 10 名ほどお
り、多数回来談する学生が増える傾向にあ
る。
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北 16 条校舎　フリースペース報告　2012 年度
〈利用者数〉
・利用者数は昨年に続き増加傾向にあり、
2008 年度の開室当初の約 8 倍となった。ま
た、今年度は開室時間の延長もあり新規利
用者も微増した。
・常連の学生（20 名程度）が昨年より増えた
ため利用回数が増大したと思われる。また、
その中には 100 回を超える学生もいた。
・新規の利用者は 4、5 月と 10、11 月に集中
しており、今年度は特に 1 年生の利用者が
増えたが、利用回数は 1 ～ 3 回にとどまっ
た。
・1 年生の時より継続して利用してきた 4 年
生はフリースペース内のリーダーとして下
級生に学業や大学生活などのアドバイザー
としての役割を果たしていた。
・昼食時の利用が集中し、スペース上の問題
から席がいっぱいになるのですぐに退室し
てしまう学生が見受けられた。
・一部のカウンセリングを受けている学生に
おいては、学内の生活の拠点となっている。
2011 年度 2012 年度
新規人数 のべ人数 新規人数 のべ人数
4 月 19 81 21 123
5 月 11 166 8 157
6 月 2 142 2 166
7 月 3 159 1 181
8 月 1 16 0 10
9 月 1 85 0 79
10 月 5 117 5 168
11 月 1 166 7 167
12 月 1 99 4 109
1 月 0 129 1 102
2 月 0 0 0 31
44 1160 49 1293
〈利用回数〉
フリー
スペース
のみ利用
カウンセ
リング
併用
合計
1 回　 14  5 19
2 回　  2  1  3
3 回　  2  2  4
4 回　  0  0  0
5 回～  2  0  2
10 回～  0  1  1
20 回～  1  2  3
30 回～  2  1  3
40 回～  3  3  6
50 回以上  1  4  5
100 回以上  0  3  3
合計 27 22 49
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花川校舎月別来談者数 2012 年度（2013 年 2 月末　現在）
2011 年度 2012 年度
新規人数 のべ人数 新規人数 のべ人数
のべ人数内訳
月 カウンセラー インテーカー
4 月 10 19 13 24 9 15
5 月 11 31 5 21 11 10
6 月 8 31 10 35 14 21
7 月 2 32 6 37 14 23
8 月 0 4 0 4 1 3
9 月 3 14 2 18 7 11
10 月 5 19 3 31 10 21
11 月 3 20 5 36 9 27
12 月 2 18 3 19 4 15
1 月 3 20 2 22 6 16
2 月 0 5 0 9 4 5
47 213 49 256 89 167
4 月新規のうち昨年度からの継続 9 名
・カウンセリング時間が昨年より週 1h 減ったにもかかわらず来談数は増加した。
・前半は例年通り、不本意入学や大学に馴染めないなどの相談があり、後半にはグループ
ワークにおいての関わり方や友人とのトラブルなど人間関係についての相談が多くあっ
た。
・高校時から心療内科に通院している学生も増えている。
・生活面、人間関係、基本的ルール等、今迄に学んできていない未熟な部分がある。そこ
を含め、具体的な方法を提示しながら、学び、経験を重ねて次第に自分で対応、解決し
ていけるように段階を経た丁寧な関わりをしていくことが必要とされている。
